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行政と地域の皆さんを結ぶパイプ役として、これから１年間�

ご活躍いただく各地区の区長さんを紹介します。（敬称略）�
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新人紹介新人紹介
対馬市の『　　力』を�
                  紹介します!
初心を忘れず頑張ります。�
よろしくお願いいたします。�

平松　馨�22歳�
ひら まつ　   かおる�

福祉保健部 北福祉保健センター�

佐藤　駿�
�

20歳�

さ  とう　   しゅん 

福祉保健部　長寿支援課�

田中亮太�18歳�
た　なか りょう た�

消防本部�

小田拓也�18歳�
お　 だ   たく   や�

消防本部�

斉藤夏子�
�

25歳�

さい  とう なつ   こ�

比田勝幼稚園�

畑島 愛理沙�
�

20歳�

はた しま     あ   り   さ�

比田勝保育所�

岡本侑啓�
�

23歳�

消防本部�

渡邊美樹�
�

25歳�

わた なべ   み    き�

福祉保健部  北福祉保健センター�

瀧本泰敬�18歳�
たき  もと ひろ  たか�

消防本部�

瀧田大介�
�

21歳�

たき   だ   だい すけ�

消防本部�

阿比留　哲 21歳�

あ　  び    る         さとし�

消防本部�

仕
事
を
早
く
覚
え
て
、

仕
事
を
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く
覚
え
て
、市
民
の
皆
様
に
信
頼

市
民
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
職
員
に
な
り
ま
す
。

さ
れ
る
職
員
に
な
り
ま
す
。�

市
職
員
と
し
て
当
た
り
前
の
事
は
や
っ
た

市
職
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と
し
て
当
た
り
前
の
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は
や
っ
た

上
で
自
分
の
個
性
も
生
か
し
、

上
で
自
分
の
個
性
も
生
か
し
、初
心
を
忘
れ

初
心
を
忘
れ

ず
頑
張
り
ま
す
。

ず
頑
張
り
ま
す
。�
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市
民
の
方
々
に
安
心
を
与
え
る
こ
と
が

市
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の
方
々
に
安
心
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。�

市
民
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
、

市
民
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
、現
場
に
駆

現
場
に
駆

け
つ
け
る
と
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う

け
つ
け
る
と
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
な
、消
防
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に
な
り
ま
す
。

消
防
士
に
な
り
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す
。�

消
防
士
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、

消
防
士
と
し
て
自
覚
を
持
ち
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の
方

市
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の
方

々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
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に
な
り
ま

々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
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に
な
り
ま

す
。
す
。�

先
輩
の
指
示
の
前
に
行
動
し
、

先
輩
の
指
示
の
前
に
行
動
し
、社
会
人

社
会
人

と
し
て
自
覚
を
も
ち
、

と
し
て
自
覚
を
も
ち
、１
日
も
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く
市

１
日
も
早
く
市
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献
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る
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防
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の
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に
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献
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る
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防
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士
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市
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の
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献
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る
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す
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おか もと ゆき ひろ�

市
民
の
方
々
が
日
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全

市
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の
方
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が
日
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・
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し
て

安
心
し
て
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せ
る
町
づ
く
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に
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し
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も
貢
献

暮
ら
せ
る
町
づ
く
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に
少
し
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も
貢
献

で
き
る
消
防
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に
な
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ま
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。

で
き
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。�

市
民
の
方
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が
日
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安
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・
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し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
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し
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も
貢
献

で
き
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。�

消
防
職
員
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と

消
防
職
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と
し
て
の
責
務
を
果
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こ
と

は
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ち
ろ
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、
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も
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ろ
ん
、対
馬
の
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に
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々
な
ボ
ラ

対
馬
の
た
め
に
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
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参
加
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、

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、元
気
な
対
馬
を
作
り

元
気
な
対
馬
を
作
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

上
げ
て
い
き
ま
す
。対
馬
の
た
め
に
自
身
を

対
馬
の
た
め
に
自
身
を

犠
牲
に
で
き
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

犠
牲
に
で
き
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。�

消
防
職
員
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、対
馬
の
た
め
に
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、元
気
な
対
馬
を
作
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。対
馬
の
た
め
に
自
身
を

犠
牲
に
で
き
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。�

常
に
学
び
続
け
る
と
い
う
姿
勢
を
持
ち
、

常
に
学
び
続
け
る
と
い
う
姿
勢
を
持
ち
、

自
分
自
身
の
ス
キ
ル
を
高
め
、

自
分
自
身
の
ス
キ
ル
を
高
め
、地
域
の
人

地
域
の
人

々
の
役
に
た
つ
職
員
に
な
り
ま
す
。

々
の
役
に
た
つ
職
員
に
な
り
ま
す
。�

�

常
に
学
び
続
け
る
と
い
う
姿
勢
を
持
ち
、

自
分
自
身
の
ス
キ
ル
を
高
め
、地
域
の
人

々
の
役
に
た
つ
職
員
に
な
り
ま
す
。�

�

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
に
な
っ
て
い
く
子
ど

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
に
な
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、

も
た
ち
の
た
め
、笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、責
任
責
任

を
持
っ
て
、

を
持
っ
て
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
一
助

子
ど
も
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94.7
114.1
133.6
216.5
238.0
119.0
130.8
114.6
262.5
110.1
120.7
94.2
97.7
49.3
48.9
92.0

580.0
0.6

100.0
48.2
8.4

78.0

27億7,324万円
2億3,403万円

800万円
170万円
50万円

2億7,800万円
3,300万円
1,090万円
3,600万円

158億3,608万円
270万円

1億9,441万円
3億2,550万円

63億8,828万円
31億6,486万円

8,672万円
60万円

7億7002万円
7億5,928万円
2億6,022万円

38億6,770万円
350億3,174万円

26億2,618万円
2億6,706万円

1,069万円
368万円
119万円

3億3,086万円
4,315万円
1,249万円
9,449万円

174億3,710万円
326万円

1億8,310万円
3億1,805万円

31億5,085万円
15億4,890万円

7,981万円
348万円
479万円

7億5,928万円
1億2,552万円
3億2,650万円

273億3,042万円

市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町村助成交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債
　　　　計

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

区　　　分� 予 算 額� 収 入 済 額 � 収入率（%）�

98.1
69.3
84.8
70.0
―　
64.9
89.5
56.6
75.9
76.4
48.5
99.9
0.0
0.0

78.5

1億6,934万円
47億9,734万円
63億5,491万円
42億9,493万円

―　 　　
38億5,804万円
5億6,120万円

24億3,634万円
12億5,802万円
33億6,090万円
3億7,861万円

75億4,873万円
1億1,266万円

72万円
350億3,174万円

1億6,614万円
33億2,237万円
53億9,017万円

30億817万円
―　　　

25億453万円
5億238万円

13億7,844万円
9億5,421万円

25億6,840万円
1億8,372万円

75億3,828万円
0円
0円

275億1,680万円

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
　　 計

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

区　　　分� 予 算 額� 支 出 済 額 � 執行率（%）�

65億2,862万円
13億2,190万円
15億8,024万円
6億5,790万円

10億円
5億円

14億6,860万円
494億4,861万円

35億円

18万6千円
3万8千円
4万5千円
1万9千円
2万9千円
1万4千円
4万2千円

141万円2千円

10万円

基　金　現　在　高
　　　◎財政調整基金
　　　◎減　債　基　金
　　　◎振　興　基　金
　　　◎まちづくり基金
　　　◎合併振興基金
　　　◎その他(18基金)

市債現在高 (一般会計 )

一 時 借 入 金 現 在 高

　　区　　　分�

内
　
　
　
訳

金 　 額 � 市民一人あたり額�

2億4,407万円

2億2,781万円

6,277万円

8,481万円

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

区　　　　分� 金　　　　額�

一般会計�

水道事業企業会計�

歳　　入

歳　　出

基金・市債・借入金現在高

　一般会計の歳入については、273億3,042万

円が収入済みで、執行率は78.0％となってい

ます。国庫支出金、県支出金及び市債につい

ては事業完了後に交付されるため、3月31日現

在では低い執行率となっています。

　一方、歳出については、275億1,680万円が

支出済みで、執行率は78.5％となっています。

建設工事などは完成が3月に集中し、その支払

いが4月以降となるため、農林水産業費や土木

費等の執行率が低くなっています。

　市の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月

31日までとされていますが、3月31日までに

お金の出し入れを完了することは不可能なこ

とから出納整理期間が設けられています。こ

の出納整理期間は4月から5月までとなっており、

この間に前年度のお金の出し入れを完了しな

ければならないこととなっています。

　一般会計と特別会計を合わせた収入済額は

357億9,436万円、支出済額は374億6,280万円

となっております。

平成22年度予算執行状況
　
（平成23年3月31日現在）をお知らせします。

診療所特別会計
公共用地先行取得特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険地域支援事業特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
特別養護老人ホーム特別会計
簡易水道事業特別会計
集落排水処理施設特別会計
旅客定期航路事業特別会計
風力発電事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
　　　　　　　　計

　　　　区　　　分�
85.9
99.1
90.7
88.6
29.9
90.9
93.8
74.9
90.8
95.9
75.7
87.2
89.3

執行率（%）�
3億1,419万円

114万円
49億7,670万円

1億395万円
69万円

29億5,944万円
4億9,766万円
7億1,597万円

2,144万円
3,793万円
2,477万円

2億9,212万円
99億4,600万円

支 出 済 額 �
70.3
0.0

80.2
106.2
54.5
74.5
75.8
52.1
19.8
46.7
56.3
94.1
76.0

3億6,565万円
115万円

54億8,412万円
1億1,734万円

231万円
32億5,638万円
5億3,061万円
9億5,543万円

2,360万円
3,956万円
3,270万円

3億3,485万円
111億4,370万円

2億5,701万円
0円

44億12万円
1億2,460万円

126万円
24億2,444万円

4億219万円
4億9,755万円

468万円
1,847万円
1,841万円

3億1,521万円
84億6,394万円

予 算 額� 収 入 済 額 � 収入率（%）�

特別会計�

※各数値は四捨五入により、
　計とは一致しない場合があります。
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